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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
〆’＂＂

一一」J

局

山

倫

明

『
文
学
研
究
』
九
五
輯
の
前
橋
に
つ
づ
き
、
清
代
の
日
本
研
究
室
百
『
吾
妻
鏡
補
』
（
翁
広
平
著、

嘉
慶
十
九

・
一
八

一
四
年
序
）

の

「国
語
解
」
に
引
用
さ
れ
た

「海
外
奇
談
」
の
読
解
を
試
み
る
。
今
回
は

「
地
理
類
」
と

「身
体
類
」
で
あ
る
。
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、

以
下
に
凡
例
を
示
し
て
お
く
。

（1
）
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
吾
妻
鏡
補
』

（三
十
巻
本
）
を
底
本
と
す
る
。

（
2
）
先
行
の
2
種
の
校
本
を
、
以
下
の
よ
う
に
略
称
す
る
。

校
本
A
H
渡
辺
三
男

「
吾
妻
鏡
補
所
引
の
日
本
語
業
｜
｜
校
本

「海
外
奇
談
国
語
解
」
｜
｜
」

校
本
B
H
大
友
信

一
・
木
村
最
『
吾
妻
鏡
補
所
載

海
外
奇
談
国
語
解

本
文
と
索
引
』

（3
）
右
記
の
他
、
以
下
の
略
語
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

底
本
H
静
嘉
堂
本

上
海
本
ま
た
は
上
川
上
海
図
書
館
本

駒
沢
本
ま
た
は
駒
H

駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本

駒

一
本
H

駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本
欄
外
に
注
記
さ
れ
た
、
他
本
（
未
詳
）
と
の
異
同
注
記

覚
え
書
き
H
校
本
B
の

「本
文
校
定
上
の
覚
え
書
き
」

郷
土
誌
方
言
集
日
『
長
崎
県
郷
土
誌
』
付
録

「方
言
集
」

1 

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

（
4
）
通
し
番
号
、

ー－，

」
に
入
れ
た
見
出
し
語
、
音
注
、

）
に
入
れ
た
平
仮
名
の
試
読
、
の
順
で
各
項
目
を
掲
出
し
、
先
行

2 

研
究
に
お
け
る
読
み
を
A
・
j

B
・
1
の
形
で
つ
づ
け
て
し
め
す
。
A
は
校
本
A
、
B
は
校
本
B
の
こ
と
。
B
に
お
い
て

仮
名
に
傍
線
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は

「
読
み
に
少
々
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
と
こ
ろ
」、
平
仮
名
で
書
か
れ
た
の
は

「補
つ

た
と
こ
ろ
」

で
あ
る
（
い
ず
れ
も
校
本
B
の
凡
例
か
ら）
。
通
し
番
号
は
同
書
に
し
た
が

っ
た
。

（5
）
校
本
A
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
ま
ま
に
働
音
や
促
音
を
小
書
に
し
な
い
。
校
本
B
は
ル
ビ
で
示
さ
れ
る
た
め
や
は
り

勘
音
や
促
音
が
判
別
で
き
な
い
が
、
索
引
や

「
覚
え
書
き
」
に
照
し
て
判
断
し
た
。

（
6
）
異
同
が
あ
れ
ば

〈
》

に
入
れ
て
そ
れ
を
示
す
。

《駒
上
・
甲
〉
乙
》
は
、
駒
沢
大
学
図
書
館
本
と
上
海
図
書
館
本
に
お
い

て
、
底
本
の
「
甲
」
字
が
「
乙
」
字
に
な
っ
て
い
る
意
。
本
文
の
改
訂
を
要
す
る
場
合
は
、

【
甲
↓
乙
】
で
底
本
の

「甲
」

字
を
「
乙
」

に
改
訂
す
る
こ
と
を
示
す
。

（7
）
解
読
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
（
．
）
と
す
る
。
校
本
A
－

B
で
未
読
の
も
の
は
．
印
で
示
す
。

五
、
試
解
（
承
前
）

地
理
類

治
（
じ
）

g
S
「地」

雪
搭
（
し
た
っ

A

チ

B

チ

じ
だ
っ
・
）

A

セ
夕
、
下
？

B
一
シ
タ

校
本
B
覚
え
書
き
に
は

音
注
「
治
・

雪
搭
」（
簡
要
口

「雪
搭
」
）
は

「チ

・
シ
タ
」
。
音
注
漢
字
「
雪
」

は
、
日
N
N
白
雪
白
〈
六
〉
（
シ

ロ
）
が
あ
り
、
簡
要

混
印
に
も

「雪
多
力
」
（
「
ヒ
卜
リ
」
）
が
あ
る
。
簡
要

「
書
き
込
み
」

は

「之

内E
・
自
己

目
5
E」（
チ・

ツ
チ
）
と
補
入
し
、
さ
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ら
に
上
欄
外
に
「
雪
搭
下
也
・
自
己

土
也
」
と
注
記
す
。

と
あ
る
。

「治
」
字
は

S
8
「
令
尊
屋
也
治
山
馬
」
（
お
や
じ
さ
ま
）、

E
a
「
味
亜
治
外
」
（
あ
じ
わ
い
）
な
ど
か
ら
す
れ
ば
「
ち
」

よ
り
は

「
じ
」
か
。
「
雪
」
字
に
は

8
5
「綿

雪
立

一
多
」
（
？
）
の
例
も
あ
る
が
、

8MM
「白

雪
白
」
（？
）
と
と
も
に
な
お
未
詳
。

音
注
「
雪
搭
」
は
『
唐
語
簡
要
』
欄
外
注
記
の
解
が
あ
た
っ
て
い
そ
う
だ
が
、

「
じ
だ
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「
じ

だ

地

面

」。

2
8
「
山
」
雅
馬
（
や
ま
）

A

ヤ
マ

B
一
ヤ
マ

2
2
「島
」
失
馬
（
し
ま
）

A

シ
マ

B
・
シ
マ

2
0
N

「
石
」
衣
式
（
い
し
）

A
一
イ
シ

B

イ
シ

2
8
「川
」
指
空
（
か
わ
）

A

カ
ワ

B

カ
ワ

立
目
注
「
宮
」
字
は
、
他
に
は

2
勾

「肝
」
恰
位
宮
搭
（
は
ら
わ
た
）、
。
主
∞

「小
菜
」
阿
空

（あ
わ
）、

g
g
「
出
貨
」
宣
空
搭
施
（
に
わ

た
し
て

S
3
「閤
」
宮
（
わ
）
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
／
ワ
／
を
写
し
て
い
る
。

2
2
「
河
」
措
函
（
【
措
↓
揺
】
か
わ
）

A
．
ヵ
ヮ

B
・
【
指
↓
措
】
カ
ワ

《駒
上
措
ナ
シ
》

音
注

「措
」
字
は
改
訂
の
要
が
あ
り
、
立
日
注

「画
」
字
も
他
に
は
2
4
C

「説
話
」
画
那
蘇
（
は
な
す
）
の
1
例
の
み
。
後
者
は
匝
母
の
字

で
、
近
世
唐
音
資
料
で
は

「
ハ
ア
」
「
ワ
ア
」
と
い
っ
た
形
で
写
さ
れ
て
い
る
。
「
か
わ
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
い
ま
ひ

と
つ
す
っ
き
り
し
な
い
。

2
8
「水
」
迷
士
（
み
、
ず
）

A
一
ミ
ズ

B
－
ミ
ヅ

2
8
「
沫
」
挨
来
里
（
あ
ら
れ
）

A

ア
ラ
レ

B

ア
ラ
レ

2
0
4

「
潮
満
（
潮
満
こ
失
活
捺
迷
搭
（
し
お
の
み
た
）

A
一
【
一
（駒
）
↓
之
？
】
シ
オ
ノ
ミ
チ
タ

B

シ
オ
ノ
ミ
タ

《駒
上
一
迷
搭
〉

迷

一
搭
》

校
本
B
覚
え
書
き
に

駒
本
、
音
注
「
失
活
捺
迷
搭
」
を

「失
活
捺
迷
一
搭
」
と

「
一
」
を
補
入
せ
り
。
校
本
は
「
こ
を
「
之
」
と
校
し
て

「
シ
オ
ノ
ミ
チ

タ
」
と
解
説
さ
る
。

と
あ
る
。
こ
こ
は
校
本
B
の
読
み
に
従
う
が
、
「
ミ
ッ
タ
」
と
い
う
口
語
形
を
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
句
）
満
ち
た
。
「
潮
の
ミ
ッ
タ
時
」
東
彼
杵
｜
川
棚
・
東
彼
杵
。」

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

『
長
崎
県
方
言
辞
典
』「
み
っ
た

3 
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

2
8
「
潮
退
」
失
活
捺
非
搭

（し
お
の
ひ
た
）

2
S
「
回
」
塔

（た
）

A

タ

B
一タ

2
5
「
町
」
馬
之

（ま
ち
）

A
一
マ
チ

B
・
マ
チ

自
己

「
街
」
抜
抜
（
ば
ば
）

A

パ
パ
、
馬
場

B

パ
パ

古
く
か
ら
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
長
崎
の
代
表
的
な
僅
言
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

『
壷
麓
園
雑
記
』「
往
還
を

紫
紀
行
』

「
町
中
の
道
を
ば
メ
」
、

『
長
崎
方
言
集
覧
』「
パ
バ

馬
場
。
街
上
を
云
ふ」、

「
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「ば
ば

長
崎
市
」。

2
5
「
路
」
寛
止
（
み
ち
）

A
一
ミ
チ

B

ミ
チ

2
5
「
橋
」
総
失
（
は
し
）

A
一
ハ
シ

B

ハ
シ

E
E
「
屋
」
希
雅
（
へ
や
）

A

へ
ヤ

B
－
へ
ヤ

後
の

「一房一
屋
類
」
に
は
、

8
8
「一房
屋
」

希
雅
（
へ
や
）
の
項
で
同
じ
音
注
が
あ
る
0

2
5
「長
崎
」
南
加
沙
凡
（
な
が
さ
き
）

A
一
ナ
ガ
サ
キ

B
一
ナ
ガ
サ
キ

A
一
シ
オ
ノ
ヒ
タ

B
一
シ
オ
ノ
ヒ
タ

4 

ば
L
」、
『
筑

道
路
。
往
来
。

身
鱒
類

2
5
「
人
」
侃

（．
）

A
一
．

校
本
B
覚
え
書
き
に

音
注
「
促
」
は
不
明
。
現
代
北
京
音
は
ー
ー
で
あ
る
か
ら

「位
」
に
関
係
あ
る
か
。

N
Eに
「橋
介
侃
」
、
N
E
に

「阿
議
促
」
と
あ
り
。

と
あ
る
。
右
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
音
訳
漢
字
「
侃
」
の
例
は
こ
こ
と

S
E
「善
人
」
揺
介
倒

（よ
か
・
？
）、
O
N
E
「
悪
人
」
阿
盛

［侃
？
］
（
あ
く
に
ん
？
）
の
み
。

「
あ
く
に
ん
」
は
ょ
い
と
し
て
も

「
よ
か
に
ん
」
や
単
独
で
の

「
に
ん
」
は
不
審
。
仁
（
ジ
ン
）

・ニ

セ
（

二
才
）

・
ニ
シ

（『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「
に

し

君

。
お
前
。」）

等
も
考
え
ら
れ
る
が
、

3
例
を
同
時
に
説
明
で
き
る
も
の
は
な
い
。

『
大
漢
和
辞
典
』
「
侃
」
字
の
項
に

「［
現］

呉
の
地
方
の
俗
語
で
は
、
自
己
を
称
し
て
侃
と
い
ふ
。
自
称
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
字
は

少
々
の
無
理
を
敢
え
て
し
、

表
語
性
を
も
ね
ら

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

B ． 
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2
コ

「
頭
」
阿
達
毛
（
あ
た
ま
）

2
5
「癒
痢
頭
」
蟹
其
（
は
げ
）

校
本
B
覚
え
書
き
に

校
本
、
音
注
「
蟹
其
」
を
「
ガ
キ
」
。
本
書
は

「
ハ
ゲ
」
と
試
読
す
る
。

と
あ
る
。
見
出
し
語
は

一
般
の
辞
書
類
に
見
え
な
い
が
、

『
漢
語
方
言
詞
陸
』
に
よ
れ
ば
蘇
州
方
言
で
禿
頭
の
こ
と
を
さ
す
語
。
な
お
、

「綴
頭
」
は
白
鮮
な
ど
で
髪
の
脱
落
し
た
頭
、
し
ら
く
も
頭
の
意
。
音
注

「蟹
」
字
（
蟹
韻
匝
母
）
は
他
に
用
例
が
な
い
が
、
『
漢
語
方
音

字
匪
』
に
よ
れ
ば
南
方
諸
方
言
に

［
EH］
［
凶匝
］
等
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
は
校
本
B
の

「
ハ
ゲ
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

。ニ＠

「剃
頭
」
措
密
蘇
羅
（
か
み
そ
る
）

A

カ
ミ
ソ
ル

B

カ
ミ
ソ
ル

2
8
「髪」

措
面
（
か
み
）

A

カ
ミ

B

カ
ミ

O
H
M
－
「面
」
面
面

（
め
め
）

A

メ
メ

B

メ
メ

『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
め
め
見
目
。
見
掛
け
。
外
見
。
「
メ
メ
が
い
い
」
壱
岐
。
メ
メ
ン
ヨ
カ
器
量
が
よ
い
。
五
島
。」
、

『
浜
荻
』

「
め
め
器
量
」
。

2
M
M

「麻
険
」
面
面
破
羅
（
．
）

A
一
メ
メ
ハ
ル

B

メ
メ
ハ
ル

マ
ア
レ
ン

見
出
し
語
は
あ
ば
た
づ
ら
の
意
。
『
雅
俗
漢
語
訳
解
』
に
「
麻
験
み
っ
ち
ゃ
」
、
『
南
山
俗
語
考
』
付
録
に

「麻
険
イ
モ
カ
ホ
」
な
ど
と

あ
る
。
音
注
「
面
面
」
は
前
項
の
「
め
め
」
で
よ
か
ろ
う
が
、

「破
羅
」
が
不
明
。
「
破
」
字
は
他
に
例
が
な
く
、

「羅
」
字
は

8
8
「春」

花
羅
（
は
る
）
、
。

8
印
「
鶴
」
子
羅
（
つ
る
）、

g
g
「小
工
斯
」
晒
婆
羅
同
（
さ
ぶ
ろ
ど
ん
）
、

g
g
「
相
好
」
年
科
羅
（
ね
ん
ご
ろ
）
等
々

の
よ
う
に
／
ル
／
も
し
く
は
／
ロ
／
に
あ
た
る
の
が
普
通
。
「
め
め
ぼ
ろ
」
の
よ
う
な
語
が
想
像
さ
れ
る
が
、
確
認
が
で
き
な
い
。

2
N
U

「
舎
面
（
会
面
ご
面
貌
乎
（
み
ま
う
？
）

A
－
・

B

メ
ン
ボ
ク

《駒

上

乎

〉
子
》

校
本
B
覚
え
書
き
に

駒
本
、
音
注

「面
貌
乎
」
の
「
乎
」
を
「
子
」
に
誤
写
。
ま
た
、
見
出
し
語

「
禽
面
」
に
現
代
北
京
語
で
吉
田
品
5
5
t、
「面
会
ス

ル］

の
意
。
本
章
一
聞
は
「
メ
ン
ボ
ク
」
と
訓
ず
る
。

と
あ
る
。
見
出
し
語
は
出
会
う
・
面
会
す
る
の
意
で
、

『
雅
俗
漢
語
訳
解
』
に
は
「
舎
面
逢
ひ
み
る
こ
と
」
と
あ
る
。
身
種
類
に
は
場
違

い
な
見
出
し
語
で
あ
る
が
、
音
注
は

「ミ

マ
ウ
」
と
読
め
そ
う
で
あ
る
（
「
メ
ン
ボ
ク
」
は
ち
ょ
っ
と
無
理
）
。
音
注
「
面
貌
乎
」
の

「面
貌
」

は
も
ち
ろ
ん
顔
の
意
で
あ
り
、
こ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
身
鐙
類
に
ま
ぎ
れ
た
も
の
か
。
な
お
不
審
。

A

一
ア
タ
マ

B
一
ア
タ
マ

A

一
ガ
キ

B
－
ハ
ゲ
？

5 

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

E
N品
「
眉
毛
」
眉
其
（
め
え
げ
）

A

メ
エ
ゲ

B

メ
エ
ゲ

音
注
「
眉
」
字
は
他
に
例
が
な
い

0
0
8∞
「
明
日
」
妙
日
子

（
み
よ
う
に
ち
）
の
「
日
子
」、

2
8
「米
」
可
米
（
こ
め
）
の
「
米
」
な

ど
と
と
も
に
、
意
味
の
通
じ
る
字
を
意
図
的
に
含
ま
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
長
崎
方
言
集
覧
』

「
マ
イ
ゲ
眉
毛
。
メ
l
ゲ
と
も
云
ふ
。」
、

『
長
崎
方
言
集』

「
マ
イ
ゲ
眉
毛
」

「
メ
l
ゲ
眉
毛
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
ま
い
げ
ま
ゆ
げ
。
眉
。
〈
言
地
〉
（H
H
H
）
に
よ
れ
ば
、

長
崎
県
内
は
九
州
の
北
半
部
と
と
も
に
マ
イ
ゲ
が
多
い
。
五
島
｜
宇
久
。
北
松
浦
｜
吉
井
。
大
村
市
旧
市
内
。
長
崎
県
。」
、
同
「
め
え
げ

①
ま
ゆ
げ
。
眉
毛
。
対
馬
｜
厳
原
町
豆
敵
。
佐
世
保
市
宮
村
。
東
彼
杵
｜
東
彼
杵
町
千
綿
。
大
村
市
鈴
因
。
長
崎
市
。
西
彼
杵
｜
伊

王
島
。
島
原
市
旧
市
内
・

一二
会
。
南
高
来
｜
吾
妻
町
山
田

・
瑞
穂

・
国
見
・
有
明
・
千
今
石

・
布
津
・
北
串
山
・
南
有
馬
。」

O
H
N
印
「
眼
騎
」
米
（
め
）

A

メ

B

メ

。
同
盟
「
耳
」
米
米
（
み
み
）

A
－
ミ
ミ

B
一

O
H
N
4

「
聾
子
」
存
朋

（
つ
ん
ぼ
・
つ
ん
ぼ
う
）

A

ツ
ン
ボ

B
一
ツ
ン
ボ

O
H
N
∞
「陪
」
密
警
練
（
め
く
ら
）

A
一
ミ
ク
ラ

B
一メ
ク
ラ

音
注
「
警
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。
音
訳
漢
字
の
孤
例
の
中
に
は
、

S
E
「悪
人
」
阿
盛
［
侃
？
］
（
あ
く
に
ん
）
の

「轟」、

O
N
g

「皇
帝
」
欽
立
山
馬
（
き
ん
り
さ
ま
）
の
「
欽
」
、

5
8
「砕
」
烏
之
壊
六
（
う
ち
わ
る
）
の

「壊
」
な
ど
の
よ
う
に
、
表
語
の
た
め
に
あ

え
て
選
ば
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

。H
N
＠
「鼻
」
袷
乃
（
は
な
）

A
－
ハ
ナ

B
一
ハ
ナ

O
H
ω

。
「
口
」
可
子
（
く
ち
）

A

ク
ツ

B
一
ク
チ

。
E
H
「
牙
」
諮
施
（
．
）

A

ハ
シ
？

B
・
ハ
シ
？

見
出
し
語
は
歯
の
意
。
音
注
を
素
直
に
読
め
ば

「
は
し
」
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
方
言
語
形
の
確
証
が
な
い
。
「
は
（
歯
こ

と

「
し

（
歯
ご
の
二
語
に
分
け
る
の
も
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
。

E
U
N
「舌
」
色
嘗
（
し
た
）

A
一
シ
タ

B
一
シ
タ

2
8
「
喉
」
奴
濁
（
の
ど
）

A
－
ノ
ド

B
一
ノ
ド

2
2
「
髪
」
勤
其
（
ひ
げ
）

A
・
ヒ
ゲ

B
一
ヒ
ゲ

立
目
注
「
勤
」
字
は
文
韻
暁
母
で

「動」

「勲
」
の
異
体
字
。
他
に
例
が
な
い
が
、
近
世
唐
音
資
料
に
は

「
ヒ
ユ
ン
」
の
よ
う
な
語
形
が
見

え
て
お
り
、
「
ひ
げ
」
で
よ
か
ろ
う
。
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日
目

「
頭
」
可
皮
（
く
び
）

A
一
ク
ビ

B
・
ク
ビ

2
8
「身
」
五
底
（
ご
て
l
）

A
・
ゴ
テ

B
－
ゴ
テ
イ

『
筑
紫
紀
行
』
「
体
を
五
株
」、
『
長
崎
方
言
集
覧
』「
ゴ
タ
イ
五
嚇
、
か
ら
だ
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「ご
て
え
五
体
。
身
体
。

壱
岐
｜
勝
本
。
（
〈
全
方
〉「
①
身
体
。
長
崎
・
宮
崎
。
②
足
。
長
崎
・
鹿
児
島
。」）

↓
ご
て
や
あ
」

「ご
て
や
あ
五
体
。
か
ら
だ
。
ま
た
、

体
の
部
分
。
五
島
｜
三
井
楽
（
四
肢

・
腕
と
脚
）
。
北

松

浦

福

島

（
背
中
）
。
佐
世
保
市
早
岐
。
西
彼
杵

l
野
母
崎
。」
0

。回目

「
身
燈
」
峨
太
（
ご
た
い
）

A

ゴ
タ
イ

B
e
ゴ
タ
イ

。ロ∞

「
洗
浴
」
由
滑
皮
（
ゆ
あ
び
）

A

ユ
ワ
ビ

B
一
ユ
ワ
ビ

《駒
上
一
浴
ナ
シ
》

後
の

「
人
事
類
」
に

8
5
「洗
浴
」
由
滑
皮

（ゆ
あ
び
）
と
し
て
重
出
し
て
い
る
。

E
S
「管
」
呉
諜
（
う
で
）

A

ウ
デ
、
腕

B

ウ
デ

音
注

「礁
」
字
は
帖
韻
定
母
で
牒
と
同
音
。
他
に
は

guN
「錫
」
策
謀
指
尼
（
う
で
が
ね
）
の
例
が
あ
る
の
み
。

白
色

「手」

帖
（
て
）

A

テ

B

テ

。
】
品
目
「
瑳
手
」
帖
司
六
（
て
す
る
）

A
一
テ
ス
ル
、
手
擦
る

B

テ
ス
ル

《駒
上
・
手
〉
子
》

見
出
し
語
は
手
を
こ
す
る
、
手
を
も
む
、
の
意
。

O
E
N

「拍
手
」
帖
烏
篤
（
て
う
と
う
）

A
・
テ
ウ
卜

B

テ
ウ
ツ

音
注
「
篤
」
字
、
他
に
は

gN∞
「
金
線
魚
」

一
篤
郁
李
（
い
と
よ
り
）、
。
足
。
「
伯
」
烏
篤
落
思
（
お
と
ろ
し
）
の
2
例
。
破
擦
音
の

／
ツ
／
に
は
聞
き
が
あ
る
。

2
色

「招
手
」
褒
業
士
口
（
ま
ね
く
）

A
－
マ
ネ
ク

B
一
マ
ネ
ク

E
t
「指
」
衣
皮
（
い
び
）

A

イ
ビ

B
一
イ
ピ

『
長
崎
方
言
集
』
「
イ
ビ
指
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「
い

び

指
。
五
島
｜

小
値
賀
。
長
崎
市
。
西
彼
杵

l
野
母
崎
。
南
高
来
｜

有
明
町
三
会
・
国
見
町
土
黒
・
吾
妻
町
山
田

・
布
津
・
有
家
・
加
津
佐
。
ィ
l
ビ

南

高

来

l
深
江
。」

2
8
「爪」

子
米
（
つ
め
）

A
一
ツ
メ

B
一
ツ
メ

。
E
。
「背
」
式
那
甲
（
せ
な
か
）

A

セ
ナ
カ

B
－
セ
ナ
カ

宮
会

「擦
」
式
那
甲
司
六
（
せ
な
か
す
る
）

A
一
セ
ナ
カ
ス
ル

2
怠

「
心
」
可
可
落
（
こ
こ
ろ
）

A

コ
コ
ロ

B

コ
コ
ロ

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

B 

セ
ナ
カ
ス
ル
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

2
色

「
用
心
」
又
神
（
ょ
う
じ
ん
）

A

ヨ
ウ
ジ
ン

B

ヨ
ウ
ジ
ン

2
8
「
費
心
」
屋
式
娃
（
お
せ
わ
）

A
一
オ
セ
ワ
、
お
世
話

B

オ
セ
ワ

フイスイ
リ〆

見
出
し
語
は
心
を
つ
か
う
、
心
を
煩
わ
す
の
意
。

『
唐
話
纂
要
』
巻
一

「費

心

心

ヲ
y
カフ」、

即
犬
突
奴
福
司

自
白
「
小
心
」

A

コ
コ
ノ
ホ
ス
カ
、
心
の
細
か

B

コ
コ
ろ
ノ
ホ
ス
カ

該
（
こ
こ
ろ
ぼ
す
か
？
）

ス
ヤ
ウ
ス
イ
ン
ハ
ウ

見
出
し
語
は
用
心
す
る
、
慎
み
深
く
す
る
の
意
。

『
南
山
考
講
記
』

二
に

「
小

心

好

ヨ
ウ
ジ
ン
ン
タ
ガ
ヨ
イ
」、

『
唐
話
纂
要
』
巻

一
に

イ
ン
キ
ソ
ス
ヤ
ウ
ス
イ
ソ

「
態
敷

ヘリク
ダ

ル

小

心

向

上

」
な
ど
と
あ
る
。
た
だ
、
『
筑
紫
方
言
』
に
「
大
き
な
る
ふ
と
い
」
「
小
き
こ
ま
い
又
こ
ま
か
又

ほ
そ
い
と
も
ふ
と
い
こ
ま
い
ほ
そ
い
の
い
も
じ
も
言
に
よ
り
で
は
か
も
じ
に
か
へ
て
ふ
と
か
も
の
こ
ま
か
も
の
ほ
そ
か
も

の
な
ど
云
」
、
『
壷
麓
園
雑
記
』
に
「
小
サ
い
こ
と
を
ほ
そ
か
た
又
細
ひ
又
こ
ま
い
」

「大
キ
い
こ
と
を
ふ
と
か
た
又
ふ
と
ひ
」
、
『
長

崎
県
方
言
辞
典
』
に

「
ほ
す
か
小
さ
い
。
ま
た
、
細
い
。」
「
ふ
と
か
大
き
い
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
長
崎
に
は
小
さ
い
／
大
き
い
の

対
立
を
表
す
ホ
ソ
／
フ
卜
の
対
が
あ
り
、
人
物
類
の
項
で
度
量
の
大
き
な
さ
ま
を
い
う

g自
「大
量
」
央
突
奴
福
的
（
こ
こ
ろ
ふ
て
？
）
と

対
に
な
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
度
量
の
小
さ
い
き
ま
を
い
う
語
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
両
項
で
共
通
す
る

「突
突
奴
」
の
解
釈
が
問
題
で
、

校
本
A
B
は

「
こ
こ
ろ
の
」
の
靴
形
を
写
し
た
も
の
と
解
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
や
や
落
ち
着
き
が
悪
い

0
8
8
「綻
」
以
指
宜
（
い
か
り
）、

呂
会

「有
除
」
阿
馬
宣
（
あ
ま
り
）
の
よ
う
に
ラ
行
を
疑
母
の
字
で
写
し
た
か
と
疑
わ
れ
る
例
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
の
泥
母
の

「奴
」
字
を

／
ロ
〆
に
引
き
当
て
る
の
も

一
案
で
は
あ
る
が
、

「
こ
こ
ろ
ほ
そ
か
」「
こ
こ
ろ
ふ
と
か
（
ふ
て
こ

と
い
っ
た
語
形
の
確
証
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
。
ち
な
み
に

「
こ
こ
ろ
」
に
は
他
に

2
お

「
心
」
可
可
落
（
こ
こ
ろ
）、

S
S
「快
活
」
央
突
六
郁
衣
（
こ
こ
ろ
よ
い
）、

g
g
「記

念
」
突
突
六
宜
措
措
耳
」
（
こ
こ
ろ
に
か
か
る
）
の
例
が
あ
る
。
手
で
腹
を
叩
い
て

「
こ
こ
の
j
」
と
答
え
た
の
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
可
能

性
な
ど
も
考
え
な
い
で
も
な
い
が
、
穿
ち
す
ぎ
か
。

夫
凡
里
僚

E
m
N

「
無
心
人
」

A
一
フ
ギ
リ
ナ
ヒ
卜
、
不
義
理
な
人

B
一
フ
ギ
リ
ナ
ヒ
ト

非
多
（
ふ
ぎ
り
な
ひ
と
）

「無
心
」
と
不
義
理
が
い
ま
ひ
と
つ
し
っ
く
り
こ
な
い
が
、

音
注
「
捺
非
多
」
は

「
J
な
人
」
で
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う

o
S
包

「忠
厚
」

也
非
多
（
え
l
ひ
と
）
、

g
g
「
読
書
人
」
措
谷
蒙
司
六
非
多
（
が
く
も
ん
す
る
ひ
と
）
。

2
8
「
没
良
心
」
徒
学
文
捺
（
ど
う
よ
く
な
）

A
・
ド
ヨ
ク
ナ
、
胴
欲
な

B

ド
ヨ
ク
ナ

ム
リ
ヤ
ン
ス
イ
ン

『南
山
俗
語
考
』
巻

一
に
「
没
良
心
ド
ウ
ヨ
ク
ナ
」

と
あ
る
。
と
く
に
短
呼
と
解
す
べ
き
か
ど
う
か
。

8 

ヒイスイン

『
南
山
考
講
記
』

「費
心
セ
ワヲス
ル」
。

《駒

上

突

突
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可
可
》

な
お
、
。
N
N
H

「
刻
務
」
抱
約
古
納
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（
ど
う
よ
く
な
）
も
参
照
。

2
2
「
胸
」
木
体
（
む
ね
）

A
－
ム
ニ

B
－
ム
ネ

。
呂
町
「
乳
」
之
之
（
ち
ち
）

A

チ
チ

B

チ
チ

2
8
「
社
」
花
技
（
は
ら
）

A

ハ
ラ

B

ハ
ラ

。
5
4
「
肝
」
恰
並
空
搭
（
は
ら
わ
た
）

A
－
ハ
ラ
ワ
タ

B
一
ハ
ラ
ワ
タ

代
丹

（だ
い
た
ん
）

A
一
ダ
イ
タ
ン

B
一
ダ
イ
タ
ン

宮
町
∞

「胆
大
」
渓
蒙
勿
多

一
（
き
も
ん
ふ
と
い
）

A
一
キ
モ

ン
フ
ト
イ

B
一
キ
モ

ン
フ
ト
イ

2
3
「
胆
小
」
渓
蒙
何
所

一
（
き
も
ん
ほ
そ
い
）

A
一
キ
モ

ン
ホ
ソ
イ

B
一
キ
モ
ン
ホ
ソ
イ

2
8
「
腰
」
蘭
妥
（
．
）

A
一
ラ
卜
、
腰
子
は
腎
臓
、
古
語
は

「
ム
ラ
卜
」

B

む
ラ
ト
？

こ
こ
は
腎
臓
の
意
。
「
む
ら
と
」
に
対
応
す
る
語
形
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
0

2
2
「
仲
腰
」
奴
薄
（
の
ぶ
）

A

ノ
ブ

B

ノ
ブ

見
出
し
語
は
腰
を
の
ば
す
、
や
す
む
の
意
。

2
S
「卵
」
馬
蘭

（ま
ら
）

A
・
マ
ラ

B
・
マ
ラ

『
雅
俗
漢
語
訳
解
』
に
「
卵
陰
輩
を
云
ふ
」
と
あ
る
。

2
8
「卵
袋
」
今
搭
栂
（
き
ん
た
ま
）

A

キ
ン
タ
マ

B

キ
ン
タ
マ

2
2
「包
」
子
皮
（
つ
び
）

A
－
ヅ
ビ

B

ツ
ビ

見
出
し
字
、
大
漢
和
辞
典
に
は

「
け
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
こ
こ
は
女
陰
の
意
の
「
つ
び
」
で
あ
ろ
う
（
『
節
用
集
』
「
玉
門
ツ
ビ
」
）
0

2
8
「炭
」
婆
婆

（
ぼ
ぼ
）

A
一
ボ
ボ

B
一
ボ
ボ

見
出
し
字
は
女
陰
の
意
。
『
長
崎
方
言
集
覧
』
「
ボ
ボ
（
一
）
女
の
陰
部
。

（一

一）
交
接
。」

2
8
「小
戻
」
迷
迷
受

（
め
め
じ
よ
）

A
一
メ
メ
ジ
ヨ

B
－メ
メ
ジ
ョ

『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「
め
め
じ
よ
お
女
性
の
性
器
。
女
陰
。
壱
岐
。
メ
メ
ジ
ョ

五
島

小
値
賀
。
佐
世
保
市
早
岐
o
h

o

－S
「轡
」
失
里
（
し
り
）

A

シ
リ

B
－
シ
リ

『
漢
語
方
言
詞
匪
』
の
範
囲
に
限
れ
ば
、
尻
の
俗
語
で

「轡
」
を
用
い
る
の
は
温
州
方
言
の
み
で
あ
る
0

2
8
「
大
腿
」
木
木
奴
婆
位
（
【
奴
↓
？
】
も
も
た
ぶ
ら
）

A
一
モ
モ
ノ
パ
（
？
）一フ

B
一
モ
モ
ノ
バ
ラ
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

10 

音
注
を
素
直
に
読
め
ば
「
も
も
の
ば
ら
」
だ
が
、
そ
う
い
う
語
形
の
確
証
が
な
い
。
『
長
崎
方
言
集
』
「
モ
モ
タ
ブ
ラ
ふ
と
も
も
」
、

『長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
も
も
た
ぶ
ら
ふ
と
も
も
。
太
股
。
大
腿
部
。
対
馬
｜
厳
原
町
豆
敵
。
五
島
｜
小
値
賀
・

三
井
楽
。
平
戸
市
。

松
浦
市
志
佐
・
御
厨
。
北
松
浦
｜
生
月

・
鹿
町
。
佐
世
保
市
皆
瀬
。
長
崎
市
。」

な
ど
か
ら
、

「奴
」
字
を
改
訂
し
て
「
も
も
た
ぶ
ら
」
と

解
し
た
い
。

2
8
「膝
」
脚
閑
（
．
）

A
一
・

B
一
．

校
本

B
覚
え
書
き
に

「
膝
」
の
音
注
「
脚
問
」
は
「
キ
ャ
ク
」
か
。
因
み
に
、
口
】
「
脚
」
の
立
日
注
は
「
挨
膝
」
（
ア
シ
）
。

と
あ
る
が
、
輔
衆
韻
見
母
の
脚
と
治
韻
崇
母
の
聞
で
キ
ャ
ク
は
か
な
り
苦
し
い
う
え
、
見
出
し
語
と
の
不
調
和
が
あ
る
。
立
自
注
「
脚
」
字
は

他
に
例
が
な
く
、
「
間
」
は

8
8
「帯
」
閑
（
．
）
が
あ
る
の
み
。
ち
な
み
に
、
音
注
「
脚
閉
」
は
足
踏
み
ブ
レ
ー
キ
の
意
に
な
る
が
、

ス
イ
デ
。
ゥ

こ
こ
は
関
係
は
あ
る
ま
い
。

『
南
山
俗
語
考
』
巻
一
「
膝
頭
ヒ
ザ
」

2
4
0
「小
腿
」
姿
多
習
体
（
っ
と
ず
ね
）

A
一
・

B
－
．
ス
ネ

ス
ヤ
内
ソ
ト
イ

『
南
山
俗
語
考
』
巻
一
に
「
小
腿
y
卜
」
、
『
壱
岐
島
方
言
集
』
に
「
ツ
卜
ず
ね
脹
極
」
な
ど
と
あ
る
。
福
岡
・
熊
本
・
鹿
児
島
あ
た

り
で
も
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
と
を
「
っ
と
」
と
言
い
、
萩
原
義
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
「
っ
と
ず
ね
」
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

音
注
「
習
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。

2
4
H
「
脚
」
挨
膝

（あ
し）

A
一
ア
シ

B
一
ア
シ

音
注
「
膝
」
は
表
語
を
効
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
は
例
が
な
い
0

2
詰

「
伸
脚
」
下
式
奴
薄
（
あ
し
の
ぶ）

A
一ア
シ
ノ
ブ

B

ア
シ
ノ
ブ

24ω
「
皮
膚
」
非
夫
受
（
．
）

A
一
・

B
一
ヒ
フ
ジ
ヨ
？

音
注
「
非
夫
」
で
「
ひ
ふ
」
は
間
違
い
な
い
が
、
「
ひ
ふ
じ
よ
」
の
語
形
は
確
証
が
な
い
。

2
足
「
毛
」
結
（
け
）

A

ケ

B

ケ

2
4印
「肉
」
呼
之
（
．
）

A

ホ
ヂ
？
、
鵬
（
ホ
ジ
シ
）

2
呂

「筋」

四
池
（
す
じ
）

A
一
ス
ヂ

B
一
ス
ヂ

出
（
ち
？
）

A

チ

B

チ

2
コ

「血」

此
之
（
．
）

A
－
チ
、
チ

B
一
チ
、
チ

B
．
ホ
ヂ
し
？
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音
注
「
出
」
は
他
に
は
只
あ
品
「
八
月
」
総
出
訓
子
（
は
ち
ぐ
わ
つ
）

2
a「気
」
一
居
（
い
き
）

A
一
イ
キ

B
一
イ
キ

に
見
え
る
だ
け
。

花
位
客
枯
深

2
4
φ

「動
気
」

気
（
は
ら
か
く
、
し
ん
き

A
一ハ

ラ
カ
ク
、
シ
ン
キ

B
一
ハ
ラ
カ
ク
シ
ン
キ

見
出
し
語
は
怒
る
、

立
腹
す
る
の
意
。
「
は
ら
か
く
」
は
『
壷
麓
園
雑
記
』
に

「腹
を
た
つ
を
腹
を
か
く
」、

『長
崎
県
方
言
辞
典
』

に

「
は
ら
か
く

腹
が
立
つ
。
立
腹
す
る
。
」
な
ど
と
あ
る
。
「
し
ん
き
（
心
気

・
辛
気
こ

の
肥
前
で
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い
が
、
『
日
本

方
言
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
鹿
児
島
県
肝
属
郡
、
宮
崎
県
都
城
市
な
ど
に
あ
る
。

2
8
「
力
大
」
代
カ
気

（
だ
い
り
き
）

A
一
ダ
イ
リ
キ

B

ダ
イ
リ
キ

05H
「
出
力
」
式
達
蘇

（せ
い
だ
す
）

A
一
セ
ダ
ス
、
精
出
す

B

セ
ダ
ス

E
S
「費
力
」
升
徒
那
（
し
ん
ど
な
）

A

シ
ン
ド
ナ

B
－
シ
ン
ド
ナ

フ
イ
リ

見
出
し
語
は
骨
の
折
れ
る
、
処
理
の
困
難
な
、
の
意
。
『
唐
話
纂
要
』
巻
一
「
費
力
チ
カ
ラ
ヲ
ツ
イヤス」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
し
ん
と

お

心

労。

心
配
。」
「
し
ん
ど
か
辛
い
。
苦
し
い
。
大
儀
だ
。
疲
れ
た
。
」
。
な
お
0
4
8
「辛
苦
」
申
徒
手
（

【手
↓
子
】
し
ん
ど
い
）
も

あ
る
。

。同∞
ω
「
泊
」
那
芸
口
（
な
く
）

A
一
ナ
ク

B
・
ナ
ク

。
】
宮
「
悌
」
法
那
二
ハ
（

【
一
↓
十
？
】
は
な
し
る
）

A
－
【
一
↓
十
｝
ハ
ナ
シ
ル

B
一
ハ
ナ
イ
ル

校
本
B
覚
え
書
き
に

校
本
、
音
注
「
法
那
二
ハ
」
の

「一

」
を
「
十
」
に
校
さ
れ
、
「
ハ
ナ
シ
ル
」
と
読
ま
れ
た
が
、
本
書
は
原
文
の
ま
ま
に
て

「
ハ
ナ
イ

ル
（
ハ
ナ
ヒ
ル）
」
と
試
読
。

と
あ
る
。
同
書
索
引
部
の
見
出
し
は
そ
れ
に
そ
っ
て

「
は
な
l

ひ
る
［
嘆
る
］
」
と
し
て
あ
る
が
、
見
出
し
語
と
ク
シ
ャ
ミ
と
で
は
意
味
に

ピ

f
プ
イ

聞
き
が
あ
る
。
こ
こ
は
校
本
A
に
し
た
が
い
た
い
。

『
南
山
俗
語
考
』
巻

一
「
自界梯

ハナシ
ル」。

2
g
「回犬
」
那
谷
（
な
く
）

A

ナ
ク

B

ナ
ク

E
g
「
笑
」
挨
位
五
（
わ
ら
う
）

A
一
ワ
ラ
ウ

B
一
ワ
ラ
ウ

音
注

「挨
」
字
は
蟹
摂
関
口
影
母
字
で
／
ワ
／
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
他
例
は

2
8
「旅
」
挨
来
里
（
あ
ら
れ
て

2
2
「
脚
」
挨
膝

（
あ
し
）
、

S
N∞
「
長
輩
」
挨
掠
搭
（
あ
な
た
）
の
よ
う
に
す
べ
て
／
ア
／
を
写
し
て
い
る
。

11 
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翁
広
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『
吾
妻
鏡
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載
日
本
語
史
資
料
試
解

。
同
∞
斗
「
鎗
唾
」
雌
白
其
（
つ
ば
き
）

A

ツ
バ

キ

B
一
ツ
バ

キ
ア
ア
ン
ト
ウ

見
出
し
語
は
唾
液
、

つ
ば
。

『
南
山
俗
語
考
』
巻
一

に

「喰

唾

E
S
「疾
」
淡
（
た
ん
）

A

タ
ン

B
一タ
ン

E
S
「
大
便
」
大
便
一
過
（
だ
い
ベ
ん
い
く
）

A

ダ
イ
ベ
ン
イ
コ

B

ダ
イ
ベ
ン
イ
コ

2
8
「小
使
」
小
便

一
過
（
し
よ
う
ベ
ん
い
く
）

A
－
シ
ョ
ウ
ベ

ン
イ
コ

B
一
シ
ョ
ウ
ベ
ン
イ
コ

「
一
過
」
と
い
う
音
注
が
5
例
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て

「
イ
コ
（
行
こ
う
こ
と
解
し
て
い
る

o
E
S
「
大
便
」
大

使

一
過
（
だ
い
ベ
ん
J
）、

2
8
「
小
便
」
小
便
一
過
（
し
よ
う
ベ
ん
J
）、

g色
「
公
堂
上
去
」
子
字
非
雅
一
過

（
つ
う
ず
へ
や

1
1

2
4
M
「去」

一
過
（

J
1
8
2
「別
慮
去
」
別
子

一
過
（
ベ

つ
J
）。

「
過
」
字
は
他
に

g
g
「後
日
」
摘
過
日
子

（み
ょ
う
ご
に
ち
？
）、

8
8
「
過
船
」
平
過
子

（
【
子
↓
子
】
び
ん
こ
い
）
の
2
例
が
あ
っ

て
と
も
に
オ
段
音
を
写
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
じ
果
摂
合
口
の

「支
」
字
や
通
摂
合
口
の

「
谷
」
「
笑
」
な
ど
も
ウ
段
・
オ
段
が
ほ
ぼ
半
々

の
割
で
現
れ
る
の
で
あ
り
、

5
例
の
「

一
過
」
は
と
り
あ
え
ず
「
行
く
」
と
終
止
形
で
解
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

。∞
N
4

「関
」
息
文
（
せ
く
）
、
宮
田

「
突
」
那
谷

（な

く

て

日

臼

「栗
色
」

突
力

（く
り
）

呂
田
「
猫
」
蟻
文
（
ね
こ
）
、

8
8
「
鼓
」
太
谷
（
た
い
こ
）、

sg「
這
里
」
笑
皇

（
こ
れ
）

2
2
「
毘
」
非
夫
羅
（
へ
ふ
る
）

A

ヒ
フ
ル

B

ヒ
フ
ル

音
注
「
非
」

字
は
／
ヒ
／
に
対
応
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
。
E
∞
「公
堂
上
去
」
子
字
非
雅

一
過
（
つ
う
ず

へ
や
い
く
）
は
／
へ
／

と
解
さ
れ
る
。
『
長
崎
方
言
集』

「
へ
フ
ル

へ
ヒ

ル

（庇
ひ
る
）
」、

『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
ふ
る

鹿
を
ひ
る
。
「
庇
を
フ
y
た
」
東

彼
杵
｜
波
佐
見
。
大
村
市
旧
市
内
。
西

彼

杵

野

母

崎
。」
「
へ
ふ
う
む
し
庇
ひ
り
虫
。
捕
ら
え
る
と
悪
臭
を
放
つ
昆
虫
。
長
崎
市
。
」

「
へ
ふ
つ
じ
よ
お
ご
庇
ひ
り
上
戸
。
よ
く
庇
を
ひ
る
人
。
長
崎
市
。」
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
、
こ
こ
は

「
へ
ふ
る
」
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
0

2
S
「
汗
」
阿
式
（
あ
せ
）

A
一
ア
セ

B

ア
セ

《駒
上

式〉

氏
》

2
8
「
汗
出
」
阿
式
笑
難
（
あ
せ
圃
）

A
一
ア
セ
ク
サ
イ

B
一
ア
セ
ク
サ
イ

《駒
上
一
式
〉
氏
》

イ
ウ
ハ

ン
チ

ユ

ハ

ン

プ

チ

ュ

ハ

ン

チ
ュ
ラ
イ

見
出
し
語
は
汗
を
か
く
の
意
。

『
南
山
考
講
記
』

一
「
有
、汗
出

ア
セガ
デル
」
「
汗
不
出

ア
セ
ハ
デ
ヌ
」「
汗
出
来

ア
セ
ガ
デタ
」。

さ
い
」
は
見
出
し
と
の
不
調
和
が
気
に
な
り
、
音
注

「
雛
」
字
も
他
に
例
が
な
い
。

「阿
式
？
央
（
あ
せ
か
く
こ

の
転
倒
か
0

2
E
「形
」
客
搭
執
（
か
た
ち
）

A

【位
↓
搭
？
】
カ
タ
チ

B
一
カ
タ
チ

《駒

上

熔

〉
位
》

2
8
「影
」
客
及

（か
げ
）

A
－
カ
ゲ

B
一
カ
ゲ

12 

y
パ
キ」

と
あ
る
。
音
注

「雌」

字
は
他
に
例
が
な
い
。

「
あ
せ
く
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2
8
「
美
貌
」

也
米
米

（
え
え
め
め
）

A
e
エ
メ
メ

B
・
エ
メ
メ

E
N
H
「面」

参
照
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』

「
え
え
い
い
。
良
い
。」。

め
（
見
目
）
の
転
か
）
容
貌
の
美
し
い
子
。
鹿
児
島
県
」

2
2
「醜
貌
」
業
衣
業
谷
（
．
）

A
一
・

B

ミ
ニ

ク
イ
？

《駒

上

谷

〉
古
》

校
本
B
覚
え
書
き
に

本
書
は
音
注
原
文
を
「
業
業
谷
衣
」
の
倒
錯
と
考
へ
、

「ミ

ニ
ク
イ
」
と
試
読
す
る
。

と
あ
る
。

OHS
「
標
鰍
」
木
也
子
（
．
）

A

・

B
一
モ
エ
ギ
？

シ
フ
ゾ
ピ
ヤ
ウ
チ
イ

見
出
し
語
は
顔
か
た
ち
の
美
し
い
こ
と
。

『
唐
話
纂
要
』
巻
二
「
十
分
標
鰍
イ
カ
フウ
y
クシ
ヒ
」、

テ

ヒ

ヤ

ウ

チ

イ

的
ム
マ
レ
ア
キ
ノ
ヨ
イ
モ
ノ
」
、
『
両
国
訳
通
』
「
標
敏
ウ
ソ
ク
シ
イ
」
。

『
日
本
方
言
大
辞
典
』
「
よ
か
め
め
［
良
｜
］

（
「
め
め
」
は

「
み

『
南
山
俗
語
考
』
巻

ピ
ヤ
ウ
y

ウ

「
標
徽

気
力
寛
那
客
（
．

2
3
「
清
秀
」

烏
（
．
）

A
一
キ
レ
ミ
ナ
カ
ウ
、
き
れ
い
な
顔

B

キ
レ
ミ
ナ
カ
オ

見
出
し
語
は
清
ら
か
で
美
し
い
、
す
が
す
が
し
い
の
意
だ
が
、
「
キ
レ
ミ
ナ」

s
g
「
斉
整
」
寛
昔
多

（
【昔
↓
吾
？
】
み
ご
と
）

A
一
ミ
ゴ
ト

B
・
ミ
ゴ
ト

ヅイヂゾテ

見
出
し
語
は
よ
く
整
っ
て
立
派
で
あ
る
、
顔
だ
ち
が
整
っ
て
い
る
、
の
意
。

『
南
山
考
講
記
』
巻
四
「
斉
整
的

S
E
「
風
流
」
達
梯
撒
（
だ
て
し
ゃ
）

A
一
ダ
テ
シ
ヤ
、
伊
達
者

B
－
ダ
テ
シ
ャ

《駒
上
達
ナ
シ
》

フ
ヲン
リ
ウ

『
唐
話
纂
要
』
巻
一
「
風
流
ダ
テ
ナ
」、
『
壱
岐
島
方
言
集
』
「
だ
テ
シ
ャ
「
ダ
テ
」
を
す
る
人
」
0

8
8
「醜
階
」
米
吾
司
六
（

【司
六
↓
六
司
】
み
ぐ
る
し
？
）

A
一
・

B

・

見
出
し
語
は
み
に
く
い
、
い
や
し
い
の
意
。

g
g
「併
」
谷

一
搭
（
こ
え
た
）

A

コ
イ
夕
、
肥
え
た

B

コ
イ
タ

パ
ン
タ
ア
－
ア
パ
ン
パ
ン
テ

『南
山
俗
語
考
』
巻
一
「
併
大
的

コヘフ
ト
リ
タ
モ
ノ
併
々
的
コ
へタルモ
ノ
」

で
は
意
味
不
明
。
な
お
よ
く
検
討
し
た
い
。

カザ
リ
ノ
ウ
ア
ク
シ
イ
」

S
E
「
社
（
壮
ご

魁
答
（
こ
え
た
）

A
一
・

B
一
．

阿
歪
（
．
）

A
一
・

B
一
．

13 

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

見
出
し
語
は
盛
ん
な
、
大
き
い
、
丈
夫
な
さ
ま
の
意
。
立日注

「魁
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、

持
っ
て
お
り
、
表
語
を
効
か
せ
た
文
字
選
び
と
二
一一口
え
よ
う
。
左
の
音
注
は
不
明
。

や
は
り
大
き
い
、
雄
大
な
さ
ま
の
意
味
を

14 

也
痩
（
や
せ
）

A
－
ヤ
セ

B
・
ヤ
セ

s
g
「痩」

亜
式
答
（
や
せ
た
）

A
・
ヤ
セ
タ

B

ヤ
セ
タ

右
の
音
注
の

「痩
」
字
は
見
出
し
語
そ
の
も
の
。
こ
れ
も
表
語
を
ね
ら

っ
た
も
の
。

老
携
（
ろ
う
じ
ん
）

A

ロ
ウ
ジ
（
ン
）

B
一
ロ
ウ
ジ
ン

CMg
「
老」

烏
司
学
里
（

【烏
↓
篤
】
と
し
よ
り
）

A

ト
シ
ヨ
リ

B

ト
シ
ヨ
リ

エ
ン
ラ
e

ウ

テ

『
南
山
俗
語
考
』
巻

一
「
年
老
的
ト
シ
ヨリ」
。
た
だ
し
『
長
崎
方
言
集』

「
ト
シ
オ
レ
年
寄
、
老
人
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
と
し

よ
れ
年
寄
り
。
島
原
市
湊
・

三
会
。
南
高
来
｜
深
江

・
有
馬
」
と
い

っ
た
記
述
も
あ
り
、
音
注
「
里
」
字
の
解
釈
は
注
意
を
要
す
る
。

年
紀
（
ね
ん
き
）

B
一
ネ
ン
キ

S
S
「
後
生
」

A
一
ネ
ン
キ
ワ
カ
イ
、
年
期
若
い
？

滑
草
皿
（
わ
か
い
）

見
出
し
語
は
少
年
、
若
者
の
意
。

『
壷
麓
圃
雑
記
』
に

「十
三
四
の
男
子
を

OMg
「
性
命
」
一

全
慮
（
い
の
ち
）

A

イ
ノ
チ

B
一
イ
ノ
チ

ね
ん
き
」
と
あ
る
。

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




